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『大阪大学国際教育交流センター研究論集　多文化社会と留学生交流』第24号（2020）

日本の大学における超短期受け入れプログラムの比較考察

中野　遼子＊

要　旨
　本稿は、留学生受け入れプログラムの改善や今後新たなプログラムを開発する際に必要な点
を明らかにするため、大阪大学と他大学で実施されている超短期受け入れプログラムの比較考
察を行った。まず、SGU のタイプ A に採択された13校と国際性で評価の高い国際教養大学が
実施する18の超短期受け入れプログラムについて、宿舎費込／別の2つに分類し、比較検討を
行った。その結果、多種多様なプログラムがあったが、共通点としては、6月～8月開講、2～4
週間の初級日本語と専門科目、そして日本文化体験学習を含むプログラムが多く実施されてお
り、これらが現在の日本の大学における超短期受け入れプログラムの主流になっていることが
明らかとなった。

【キーワード】�超短期プログラム、受け入れプログラム、留学生、大学の国際化、SGU

1　はじめに

　現在、政府は受け入れ留学生数を増加する方針を
掲げている。大阪大学でも3,000人の留学生受け入
れを目指しており、国際教育交流センターは留学生
受け入れプログラムの開発を進めている。2011年度
からは、2ヶ月未満の短期日本語研修プログラム J-
ShIP （Japanese Short Stay In session Program）が開始
され、毎年度30名以上が参加するプログラムとなっ
ている（近藤、2012）。また、2018年度には、学外
機関と連携して無給の職業トレーニングプログラム
ExPERTを開始し、新たな短期受け入れプログラム
の形を提示することができた（中野、2018）。しか
し、海外の大学から短期受け入れプログラムについ
ては様々な要望があり、プログラム期間や内容、そ
して参加費を見直すことが喫緊の課題となっている。
　そこで、本稿では、日本の他大学の短期受け入れ
プログラムの比較検討を行う。そこから、現在、超
短期受け入れプログラムに関してどのような需要が
あり、将来的にどのようなプログラムを開発すべき
かについて考察し、報告する。

2　先行研究

　先行研究を検討する前に、まず、「超短期プログラ
ム」について簡潔に述べる。近藤（2009: 45）によれ
ば、超短期プログラムは「留学ビザを要せず 3ヶ月
以下の短期滞在ビザ中に完結するプログラム」であ
る。本稿でも、この定義に従う。
　超短期受け入れプログラムについては、近年、多
くの実践報告が学術誌等で見られるようになった。
まず、大阪大学の実践報告では、近藤（2009）が、
単位付与、参加要件、提供する授業のシラバスにつ
いてなど、超短期プログラムの継続に必要な項目に
ついて述べている。また、近藤（2012）は、J-ShIP
の開発手順や宿舎について報告している。そして、
勝田（2018）は J-ShIPの日本語授業に関するアンケ
ートを分析し、授業内容の改善点について検討した。
　他大学における留学生受け入れプログラムに関し
ては、金ら（2018）、辻村ら（2018）、松尾ら（2018）、
山森理恵（2019）による実践報告がある。ここから、
大学ごとに内容や期間などを工夫して、様々なプロ
グラムが開発・実施されていることがわかる。さら

＊	 大阪大学国際教育交流センター特任助教



― 36―

に、松尾ら（2018）では、超短期日本語学習プログ
ラム修了生にアンケート調査を実施し、プログラム
の教育的効果に対する考察も行った。
　このように、超短期受け入れプログラムに関する
実践報告は数多くあり、またプログラムの教育的効
果に関する論文も見られるようになった。しかし、
他大学のプログラムを比較検討した報告は見当たら
ない。そこで本稿では、本学と他大学のプログラム
を比較することで、現在どのようなプログラムが開
講されており、今後需要が高いプログラムとは何か
について簡単な検討を行う。

3　調査方法

　本項では、調査方法について述べる。まず、調査
対象大学として、SGU （スーパーグローバル大学）
のタイプ A （トップ型）に採択された13の大学を選
択した。具体的には、大阪大学をはじめ、北海道大
学、東北大学、筑波大学、東京大学、東京医科歯科
大学、東京工業大学、名古屋大学、京都大学、広島
大学、九州大学、慶應義塾大学、早稲田大学、であ
る。これらの大学を選んだ理由は、世界大学ランキ
ング日本版1）のトップ10を占めており、大学の国際
化に貢献していると考えたからである。また、同ラ
ンキング10位の国際教養大学は「国際性」の評価が
高いため、同様に調査対象とした。調査方法は、各
大学のホームページに掲載されている超短期プログ
ラムの情報を収集し、表にまとめた。そのうち、2019
年度に実施していない超短期プログラムは対象外と
した。また、ホームページにプログラムの日程や参
加費が掲載されていないものも比較できないため、
表から除外した。さらに、部局が実施しているプロ
グラムは数多くあったが参加者が限定されるため、
今回は言及していない。プログラムの日程は、具体
的な日付の目安を示すために年度に関わらず、2019
年12月現在に、最新の情報として掲載されているも
のを記載した。次項では、調査結果を提示する。

4　結果と考察

　上記大学の超短期プログラムを調査した結果、全
部で18のプログラムを取り上げることができた。各
大学が特色ある様々な超短期受け入れプログラムを
実施しているが、宿泊費込（表1）か宿泊費別（表

2）かで、プログラムを大きく2つに分類することが
できた。そこで本稿では、宿泊費込と宿泊費別のプ
ログラムに分けて、プログラムを比較し、共通点や
相違点について述べる。

4-1　超短期受け入れプログラム（宿泊費込）
　18のプログラムのうち、宿泊費込のプログラムは
9 つである。これから、大阪大学と他大学のプログ
ラムについて、費用、時期、内容の観点から比較検
討を行う。

（1）プログラム参加費
　まず、プログラム参加費について比較する。九州
大学は 4 週間で19万円と安価なプログラムを提供し
ているが、東北大学は、4 週間で329,000円、東京
工業大学は10週間で425,500円、早稲田大学は 4 週
間で490,000円、国際教養大学は335,000円となって
おり、4 週間以上のプログラムは一般的に30万円を
超えていることがわかる。大阪大学の J-ShIPは、8
週間で27万円、4週間で18万円であり、安価な価格
設定だといえる。しかし、近年は、増税や参加者数
増加などの影響により、採算を取ることが困難にな
りつつある。今後、他大学を参考にして価格設定を
見直す必要があるだろう。

（2）プログラムの時期
　プログラムの時期は、J-ShIP （冬）以外が、5月か
ら8月の間に開講されており、アメリカ、イギリス、
中国、韓国といった海外の大学の夏季長期休暇期間
に合わせて設定されている。しかし、春季長期休暇
期間中のプログラムはあまり見られなかった。ここ
から、6 月～8 月に超短期受け入れプログラムの需
要が高いことがわかる。

（3）プログラム内容
　全てのプログラムが英語で開講されており、日本
語の授業だけでなく、日本文化や専門に関する授業
なども開講されている。また、華道や茶道、武道な
どの体験学習が含まれるプログラムが多い。大阪大
学は、日本語の授業を中心にカリキュラムが組まれ
ているが、他大学のプログラムは、サバイバル日本
語や日本語初級コースを提供しており、大学体験が
中心のプログラムとなっている。

4-2　超短期受け入れプログラム（宿泊費別）
　次に、宿泊費別のプログラムは 9 つあった。これ
らのプログラムは、参加者自身で宿泊場所を予約・
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用意する必要がある。ここでは前項同様、宿泊費別
プログラムの費用・時期・内容について比較検討を
行う。

（1）プログラム参加費
　まず、プログラム参加費については、北海道大学
は、受講したコース分の授業料を徴収している。東
北大学の日本語授業と研究室訪問を含むプログラム
は2週間で15,000円と80,000円、名古屋大学の同様
のプログラムは60,000円と比較的安価である。東京
大学は日本語導入コースと専門コースを選択できる
プログラムを75,000円で提供している。
　また、名古屋大学の 6 週間のプログラムは27～30
万円であるが、初級日本語、専門コースのほかに、
企業訪問や研修旅行もプログラムに含まれている。
また、ホームページでは、おおよそのプログラム参
加費を米ドルで記載していることも興味深い。米ド
ルで書くことで、日本円に馴染みのない応募者に安
心感を与える効果があると思われる。
　慶應義塾大学は、8 週間で 4 つの専門コースを受
講して264,000円となっている。早稲田大学は短期
日本語学習プログラムであるが、3 週間のプログラ
ムでは、4 つの日本語コースが選択でき、それぞれ
単位数と価格が異なっている。3 週間で70,000～
145,000円となっており、6 週間の 4 単位コースは
205,000円である。研究室訪問を含むプログラムは
比較的安価であるが、日本語や専門コースが含まれ
ると少し値段が高くなっていることがわかる。北海
道大学は、留学生だけでなく正規学生も受講するこ
とができるため、かなり安価な値段での提供が可能
になったと思われる。

（2）プログラムの時期
　プログラムの時期は、ほとんどのプログラムが 6
月～8 月に開講されている。早稲田大学の日本語プ
ログラムは12月～1 月にも開講されており、オセア
ニア圏の大学に合わせた時期を設定している。名古
屋大学は 2 月にも研究室見学や日本文化体験コース
を含む大学体験プログラムを提供しており、受け入
れに力を入れていることがうかがえる。北海道大学
は、6月～10月の間に1~2週間の英語による専門コ
ースを150以上開講する Hokkaido Summer Institute

（HSI）を実施しており、参加希望者は自分でプログ
ラムをカスタマイズできるようになっている。

（3）プログラム内容

　プログラム内容は様々であるが、北海道大学、東
北大学、東京大学、名古屋大学、慶應義塾大学のプ
ログラムでは、選択専門コースが含まれている。北
海道大学は、HSI を実施するために協定校等から教
員を招聘し、150以上の英語コースを提供している。
そのうち、学部生向けは30コース、大学院生向けが
120コースとなっている。4ヶ月間、多くの英語コー
スが提供されることで、留学生が時期や受講科目を
自由に選択することが可能となり、参加者の増加が
期待できるプログラムとなっている。また、名古屋
大学は、土地の特色を活かして企業訪問等を用意し
ている。早稲田大学は、宿泊費込のプログラムでは
専門コースを提供しているが、日本語コースは宿泊
費別として提供されている。

4-3　考察
　ここまで、宿泊費込および宿泊費別に分類して、
超短期プログラムの比較検討を行った。ここで、プ
ログラム全体を検討すると、期間は 6 月～8 月に開
講されているものが多く、また日本語集中コースよ
りは、初級日本語、専門コース、研究室訪問、そし
て日本文化体験学習を含む「日本のキャンパスライ
フ体験」を提供するプログラムが多いといえる。ま
た、プログラム参加費も大阪大学のプログラムより
は高く設定されているものが多い。そのため、今後、
費用設定を再考する際に参考になると思われる。ま
た、6 つのプログラムが研究室訪問を含んでおり、
理系学生向けに設定されていた。近年、研究室訪問
や実験実習ができるサマーコースの要望が増加して
いる。大阪大学にも理系学生向けのサマーコースは
あるが、定められた協定校の学生しか参加すること
ができない。そのため、今後、より多くの学生が参
加できるような理系学生対象のサマーコースの開発
が望まれているといえるだろう。
　研究室訪問と同様に要望が多いものが、インター
ンシップである。特に、経済・経営学部からの問い
合わせが多い。今回の調査では、インターンシップ
を提供する超短期受け入れプログラムの有無を確認
することも目的の一つであったが、名古屋大学の
NUSIPによる企業訪問しか見当たらなかった。その
理由としては、おそらく、部局レベルのプログラム
にはインターンシップも組み込まれていると思われ
るが、サマーコースでの提供はまだ多くないからだ
と思われる。そのため、大阪大学で実施している 8
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週間の職業トレーニングプログラム、ExPERTは比
較的新しい取り組みであるといえる。現在は、まだ
限定的なプログラムであるため、今後どのようにシ
ステム化し、受け入れ機関や参加者を増加させるか、
工夫する必要があるだろう。

5　まとめと今後の課題

　本稿では、SGU のタイプ A （トップ型）に採択さ
れた13の大学と、国際性において評価の高い国際教
養大学が実施している18の超短期受け入れプログラ
ムについて、宿泊費込／別に分けて、比較検討を行
った。そこから、多くの大学が、6 月～8 月にプロ
グラムを開講していることがわかった。また、プロ
グラム参加費については、専門コースの数や、日本
文化体験の度合いにより値段が異なっていたが、ど
のプログラムも大阪大学より高めに設定されている
ことが明らかとなった。そして、プログラムの内容
については、各大学が特色あるプログラムを提供し
ていた。特に多かったものは、日本語や専門コース
を受講できる 2～4 週間のプログラムであった。こ
こから、6月～8月に2～4週間程度の超短期受け入
れプログラムが、現在主流であるといえる。しかし、
近年、超短期インターンシッププログラムの要望も
高まっていることから、今後、上記の時期・期間を
参考に開発する必要があるだろう。
　最後に、今後の課題について述べる。本稿では、
限られた大学のプログラムしか提示できなかった。
そして、本稿で取り上げたプログラム以外にも、部
局や分野を限定した特別なプログラムがあったが、
今回はその全てを取り扱うことができなかった。今
後は、本稿の調査対象以外の大学についてもプログ
ラムの情報を収集し、より包括的に調査を進めたい。
そこから、将来どのような受け入れプログラムが求
められるのか、明らかにしたい。また、超短期プロ
グラムの教育的効果に関しては、派遣された日本人
学生を対象としたものは多く見られるが、超短期受
け入れプログラムに関しての先行研究はあまり見ら
れなかった。そのため、今後は、受け入れプログラ
ムの教育的効果についても調査する必要があるだろ
う。それらについては、今後の課題とし、別稿で論
じる。
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2020 Overview」（2019/12/24）

	 http://www.ic.keio.ac.jp/en/study/short/summer_pro-
gram/summer_program_information.html

国際教養大学「Summer Program」（2019/12/24）
	 https://web.aiu.ac.jp/en/short-term/summer-program/
東京工業大学「To k y o  Te c h  Summe r  P r o g r am」
（2019/12/24）

	 https://www.titech.ac.jp/english/graduate_school/inter-
national/exchange/summer_program.html

東京大学「Special and Short-term Programs」
	 https://www.u-tokyo.ac.jp/en/prospective-students/spe-

cial_programs.html
東北大学グローバルラーニングセンター「Short Pro-
grams」（2019/12/24）

	 https://www.insc.tohoku.ac.jp/english/short/
名古屋大学「NUSIP」（2019/12/24）

	 https://www.engg.nagoya-u.ac.jp/en/nusip/
名古屋大学「NUSTEP 名古屋大学短期日本語プログラ

ム」（2019/12/24）
	 http://ieec.iee.nagoya-u.ac.jp/ja/nustep/
北海道大学「Hokka ido  Summer  Ins t i tu t e  2020」
（2019/12/24）

	 https://hokkaidosummerinstitute.oia.hokudai.ac.jp/
	 https://hokkaidosummerinstitute.oia.hokudai.ac.jp/hh_
students/

早稲田大学「WA S E D A  S UMMER  S E S S I O N 」
（2019/12/24）

	 http://waseda-summer.com/
早稲田大学日本語教育研究センター「About the Short-
term Japanese Program」（2019/12/24）

	 https://www.waseda.jp/inst/cjl/en/applicants/s-term/
about/




